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北秋田市教育委員会 

平成３０年１０月定例教育委員会会議録 

 

 

１．招集年月日   平成３０年１０月２５日（木） 

 

２．招 集 場 所   北秋田市第二庁舎 式場 

 

３．開会及び閉会   開会：午後１時３０分 閉会：午後３時２３分 

 

４．出 席 委 員   教育長：佐藤 昭洋  委 員：永井 高道 

            委 員：佐藤 正俊  委 員：蒔苗  隆 

委 員：藤本 基子 

        

５．欠 席 委 員   なし 

 

６．出 席 職 員   教育次長：小笠原  吉明 

総務課長：金澤 聡志    

学校教育課長：小林 秀雄  

生涯学習課長：長岐 孝生 

スポーツ振興課長：藤野 義則  

義務教育係長：金田 浩樹 

総務課総務係長（書記）：三澤 照美 

 

７．傍 聴 者   なし 

 

８．報 告 事 項  【教育長報告】 

① 教育長動静 

           【各課長所管報告】 

・総務課 

① １０月行事報告及び１１月行事計画 

② あきたリフレッシュ学園 

③ 教育留学推進事業 

            ・学校教育課 

① １０月行事報告及び１１月行事計画 

② 学校の状況 

            ・生涯学習課  

① １０月行事報告及び１１月行事計画 
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・スポーツ振興課 

① １０月行事報告及び１１月行事計画  

９．附 議 案 件   (１）議案第38号 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び 

評価について 

 

１０．そ の 他    

 

 

１１．会 議 録 

佐藤教育長 

 

 

 

 

 

 

 

蒔苗委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐藤教育長 

 

 

小笠原教育次長 

 

 

 

 

佐藤教育長 

 

 

 

ただいまから、１０月の定例教育委員会を開会します。 

はじめに、署名委員の指名をさせていただきます。本日の署名委員は藤本委員に

お願いします。 

次に、北秋田市議会９月定例会で同意を得て、１０月１０日より教育委員に任命

されました蒔苗隆委員をご紹介いたします。蒔苗委員との初顔合わせとなりますの

で、蒔苗委員からご挨拶をいただいた後、出席者の皆様を教育次長よりご紹介いた

します。それでは、蒔苗委員ご挨拶をお願いします。 

 

蒔苗と申します。平成３年に北秋中央病院に赴任してから、今まで北秋田市民病

院にいて今年３月に定年退職いたしましたが、４月から再雇用されて、現在外来を

中心に診療にあたっております。退職したから暇になるだろうと小林先生からの紹

介でお引き受けしましたけれども、いろいろな資料を拝見しますと、すごく範囲の

広い仕事があって、こんなはずではという気持ちもあります。今まで常勤医は私一

人でしたので、医療の分野ではチーム医療とか他職種連携とか言われております

が、チームでやることに慣れておりません。今後は教育委員の一員として、皆さん

の御指導の下に頑張っていきたいと思いますのでよろしくお願い申し上げます。 

 

こちらこそよろしくお願いいたします。 

それでは教育次長お願いします。 

 

それでは、私から教育委員の皆様と、教育委員会事務局職員を紹介させていただ

きます。 

＜佐藤教育長、委員、教育委員会事務局職員の順に紹介。なお、小林学校教育課

長は所用のため、代わって金田義務教育係長出席＞ 

 

それでは早速ではありますが、次第３番「前回委員会の会議録の承認」です。事

前に事務局から配布されている９月定例会の会議録の内容について、訂正等がある

方はいらっしゃいますか。 
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委員 

 

佐藤教育長 

 

 

委員 

 

佐藤教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ありません。 

 

訂正がないということであれば、会議録については承認とさせていただいてもよ

ろしいですか。 

 

はい。 

 

では承認とさせていただきます。 

続いて４番「諸報告」です。私、教育長から動静について報告します。  

９月２６日から昨日までの動静についてです。９月２７日決算特別委員会があり

ました。教育委員会として問題にされる内容はありませんでした。１０月２日ふる

さと秋田ラン壮行会。２チームが出場する予定でしたが、台風２５号によって大会

が中止となっています。同日の広島県派遣教諭研修会は、鷹巣小学校に広島県江田

島市から派遣されている杉井友子先生に、学校で子どもたちに教えるだけではな

く、秋田県の教育や北秋田市の教育についても勉強していってほしいと思い研修会

を行いました。冬休みもやってほしいと要請されています。４日決算特別委員会総

括質疑。教育委員会の中には大きな問題点はありませんでした。６日東小・中央

小・南小の学習発表会は、どの学校も闊達で、保護者もとても多くて驚きました。

７日は中学校５校の学校祭を回って来ました。９日秋田・タイ王国友好協会総会・

懇親会に、市長の代わりに出席してきました。１０日議会の閉会日。１１、１２日

の国立市教育委員視察は、初日に前田小・森吉中の授業を見てもらいました。見た

感想はいろいろありましたが、特に、中学生がこんなに発表するのかと大変驚いて

おりました。１１月には市から国立市へ８名派遣する予定ですので、この後の交流

も検討してもらいたいと思っています。翌日は浜辺の歌音楽館など市の施設を見て

もらいました。１３日大館北秋田ＰＴＡ連合会の研修会で、功労のあった方への表

彰式に出席した後、大館鳳鳴高校の１２０周年記念式典に出席しました。１４日小

学校の学習発表会が７校で行われました。全部の学校を回って感じたことは、どの

学校もふるさと教育・キャリア教育を実践していて、伝統文化・伝統芸能などを取

り入れたり、展示されている物を見ても、ふるさととの関わりを持っていることが

分かり、ふるさとを支える気概を育てるような取組だと感じました。従って保護者

や地域の方々にも、学校に足を運んでよかったと思えるような学校の取組が見られ

る学習発表会・学校祭でした。同日、米村でんじろうサイエンスショーは、文化会

館に半分弱位しか入らず残念でしたが、内容はすばらしく、もっとたくさんの子ど

もたちに見せたかったと感じました。１５、１６日山形市で開催された東北市町村

教育委員会研究協議会は、文科省主催で、指導要領が新しくなるので伝達講習のよ

うな形で行われました。奈須正裕先生の講演では、指導要領がなぜ今変わるのかと

いったところが具体的に話されて、非常に勉強になる会でした。１８日国立市との

友好都市協定が結ばれて、国立市議会の皆さんがリフレッシュ学園等を視察しまし

た。国立市では不登校が多いことが課題としてあり、本市との連携を検討できるの
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佐藤教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

永井委員 

 

 

 

ではないかと感じてたようです。併せて、本市の教育の一人一人へのきめ細かな対

応に感心されているようでした。１９日Ｇちゃんサミットは、前に国立市教育次長

を務めた兼松氏の基調講演で始まりました。坊沢公民館で開催しましたが、坊沢公

民館は、人口が減っている中で、昨年度の利用率が一昨年よりも増加している公民

館ですので、兼松先生の話とリンクできていたかどうか後ほど生涯学習課長から聞

きたいと思います。２０日小学校理科社会科発表会がありました。今年は理科に６

６題８６名、社会に３３題３８名が参加しました。理科は昨年より２４題４０名、

社会は１４題３２名少なくなっています。具体の原因を分析させている所です。た

だ、これが少ないかというと小学校１０校でこの数ですから、子どもたちが減って

いく中では多い方だと感じています。２１日全市一斉クリーンアップは、私の地域

に出ましたが、秋は春よりも少なくて子どもはゼロでした。皆さんの地域はいかが

でしたでしょうか。２２日北教育事務所長の学校訪問に同行しました。三澤仁前教

育長が地方教育行政功労者表彰を１２日文科省で受けられ、その市長報告に同席し

ました。２３日～２５日までタイ王国の教員が来市しています。プラチャ小学校の

校長と教員２名、ウボン・ラチャタニ大学から２名、校長の１５歳の息子さんと通

訳の７名が来ています。初日は伊勢堂岱遺跡と阿仁のゴンドラに乗って紅葉を見て

もらい、昨日は鷹巣南中と合川小を見てもらっています。この事業は、県の教員交

流事業で今年４年目になります。今年の８月に鷹巣南中の堀内教諭がタイに行っ

て、タイ王国の子どもたちに算数の授業をしています。タイ王国の授業は未だに一

斉指導型で、もっと子どもたちどうし活発に議論したり、意見を述べたりする授業

を目指したいというタイ王国の方向はありますが、実践している人はいません。秋

田県の教育委員会では、秋田アクションという探究型授業をタイ王国に売り込んで

いて、その実践を堀内教諭が行ってきています。今回はタイ王国から先生方が来た

ということです。昨日の感想は、南中にも合川小にも驚いていました。理論として

は、米田教育長がタイ王国の大学で秋田の探求型授業の講演もしているので入って

いるのですが、秋田の子どもたちが実際にグループで話し合ったり、手を挙げたり

している姿を見て大変驚かれていました。その様子が資料としてお渡しした３社の

新聞に取上げられています。南中では生徒と一緒に給食をとって、学校を出る時に

は中３の生徒たちが２階のベランダに並んで見送りしてくれ、非常に感激した様子

でした。今日の鷹巣小では、６年生が体育館で鷹っ子ばやしで迎えてくれました。

今まで学校全体からのおもてなしを受けたことがないということで、大変感激して

おりました。この事業は、県からお願いされて受けたものですが、今年と来年の２

年間は北秋田市で受けることになるかと思っています。 

 以上、私からの報告でしたが何かご質問はございませんか。 

  

クリーンアップですが、私の地区も今までになく参加者が少なくて、小学生は３

名でした。一つには急に気温が下がって霧が濃いこともあって、いつも来ていた高 

齢者が欠席をしたこともあったのだろうと思います。それから、最近変なゴミが見 

受けられない。前はやる度に愚痴が聞かれたのですが、今回はそういうことがあり 
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永井委員 

 

 

佐藤教育長 

 

 

蒔苗委員 

 

佐藤教育長 

 

小笠原次長 

 

蒔苗委員 

 

佐藤教育長 

 

 

 

藤本委員 

 

佐藤教育長 

 

佐藤委員 

 

 

 

 

 

佐藤教育長 

 

 

 

 

金澤総務課長 

 

 

 

 

 

ませんでした。時々コンビニの袋に入ったゴミが捨てられているのはなくなりませ

んが、そういう背景もあったのかと思います。 

 

今回は学校の方の調査はしていませんが、また来年の春には呼びかけていきたい

と思っています。 

 

この呼びかけはどこがやるのですか。 

 

これは市で、広報などを通じてやっていますね、次長。 

 

全市クリーンアップとして春と秋にやっています。 

 

町内会で連絡はあるのですが、それが教育委員会と何か関係があるのですか。 

 

関係はありません。ただ、子どもたちにも地域の行事に参加して、貢献して欲し

いという私の願いです。 

藤本委員のところはどうでしたか。 

 

浦田地区は、浦田地区独自に市と違う日に行っています。 

 

根子はどうですか。 

 

根子も同じです。別の日に独自に行っています。いつも、玄関(入口)が大事だよ

という根子のねらいがあって、草はいつもきれいに刈ってあるし、トンネルの中も

掃除しています。何か月か置きにやっていますので、クリーンアップのお知らせは

来ますけれど、家の周りだけそれぞれの時間に合わせてやっています。根子はほと

んどゴミはありません。 

 

そういう地域になりたいものです。 

ほかにご質問等はございませんか。 

なければ次に移ります。（２）各課所管事項の報告について、はじめに総務課か

らお願いします。 

 

＜１０月の行事報告＞資料のとおり。 

・１０月１１日～１２日 国立市教育委員視察 

 ・１０月１７日 平成３０年度学校給食運営委員会 

・１０月２５日 １０月定例教育委員会 

 

＜１１月行事計画＞資料のとおり。 
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金澤総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐藤教育長 

 

 

金澤総務課長 

 

 

佐藤教育長 

 

藤本委員 

 

 

 

 

 

金澤総務課長 

 

 

藤本委員 

 

 

金澤総務課長 

 

 ・１１月２９日 平成３０年度第２回総合教育会議 

・１１月２９日 定例教育委員会 

 

＜総務課報告＞資料のとおり 

１．あきたリフレッシュ学園 

（１）利用状況 学園生１７名。中学生１２名、小学生５名。 

        体験入園 中学生１名、小学生１名。 

 （２）活動内容 １０月 ４日 きりたんぽ祭と舞茸缶詰加工作業 

         １０月１０日 ジャック・オー・ランタン作り 

         １０月１８日～１９日 宿泊体験９名参加  

          

 ２．教育留学推進事業 

（１）留学生 ・学習交流型 小学生５名 

        １０月１４日の学習発表会後３名帰った。  

       ・生活改善型 中学生１名 

        １１月２日から一時帰宅。 

 

各課の報告が終わった後に、決算特別委員会で話題になったことを各課長から話

して下さい。総務課長。 

 

総務課には、給食の地元産食材の使用率について質疑を受けています。県に報告

する主要な野菜１５品目については、３０％ほど秋田県産を使用しています。 

 

総務課の報告に、質問や意見などはございませんか。 

 

学校の給食費について、何年前からか口座引落としになりましたが、娘が小学校

の時は、確実に集めるために親が当番になって集金して、現金で学校に納めたり、

聞くところよると二ツ井小学校では、現金で決まった日に子どもに持たせるそうで

す。学校で現金を持たないというのもあるかと思いますが、口座引き落としになっ

て収納率はどのようになっていますか。 

 

口座引き落としになってから収納率は若干下がってはきていますが、児童手当か

ら充当する方もおりますので、なんとか相殺できています。 

 

そうすれば長く延滞はしないというか、年を越えて納めないということはないの

ですね。 

 

延滞している方の中には、児童手当を申請しない方もいるのですが、児童手当を 

受給する手続きをすれば、担当する福祉係と協議して給食費に充ててもらうよう進 
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金澤総務課長 

 

 

 

佐藤教育長 

 

 

 

 

 

佐藤委員 

 

 

 

 

佐藤教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

佐藤教育長 

 

 

金田義務教育係長 

 

 

 

 

 

 

 

 

めています。また、過去に滞納のある方は滞納分から引いていきますので、現年度

分は残る場合もあります。引き落としになると滞納する傾向は若干高いのかなとは

感じます。 

 

未納者がいなくなったということではなくて、未納者はいるのですよね。引き落

とせないという状況があるのも事実です。 

ほかにありませんか。 

（リフレッシュ学園の活動の様子を写真で紹介）これが、舞茸とナメコの収穫の

様子。そして缶詰作り体験。 

 

きのこを収穫して、洗って、きれいなのを選びながら詰めていくので時間がかか

ります。昨日は子どもたちが教育委員会を訪れて、「私たちの作った缶詰です。よ

かったら買っていただきたい」と言うことをお願いしております。収入を得ること

によって、次回の活動に繋げていきたいと思っています。 

 

これはキャリア教育なんですね。自分たちの育てた物を販売できるということ

は、不登校の子どもたちに、いろいろな職業があるということを学んで欲しい訳で

す。そのためには、私は、販売してお金の流れも勉強して将来の仕事に向けてほし

いと思います。起業するために何が必要か、特に不登校の子には感じてもらいたい

し、ニートがいくらかでも防げるのであればよい活動だと思います。 

総務課の方はよろしいでしょうか。 

ほかになければ、次に学校教育課からお願いします。学校教育課の報告の中で職

員及び生徒に関する内容につきましては、プライバシーに配慮し、内容を非公開と

してもよろしいでしょうか。 

  

 はい。 

 

 それでは内容を非公開とします。では、義務教育係長から所管報告をお願いしま

す。 

 

＜１０月行事報告＞ 資料のとおり。 

・１０月１・３・４・１２・１９日 就学時健康診断 

 

＜１０月行事計画＞ 資料のとおり。 

  

＜学校教育課報告＞ 資料のとおり。 

１．児童・生徒数 

１０月１日現在 １,８２８名 前月比１名減。 

２．栄光 
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金田義務教育係長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐藤教育長 

 

藤本委員 

 

 

 

 

佐藤教育長 

 

 

 

 

 

 

（１）秋田県中学校秋季陸上競技大会 

   女子 共通200ｍ １位 三沢菜緒（鷹巣中） 

      オープン3000ｍ １位 藤田未来（鷹巣中）ほか      

（２）秋田県中学校秋季ソフトテニス大会  

   男子 団体優勝 森吉中 

   個人 優勝 西宮律・西宮想（森吉中）ほか 

 

３．その他 

（１）国立市教育委員 北秋田市視察 １０/１１～１２（５名） 

（２）東松山市議会議員 北秋田市訪問 １０/１６（７名） 

   小林陽介推進監が北秋田市の教育について説明した。 

（３）第１２回理科・社会科研究発表会 １０/２０ 

（４）北秋田市教育委員会先進校視察 １１/６～８日 

   教員６名、課長、小林推進監の８名で国立市を視察予定。 

（５）海外からの体験入学 

   １１/７～２３ インドから阿仁合小へ 

   １１/２８～１２/１１ ニュージーランドから鷹巣小へ 

 

＜事故報告・職員の異動＞資料のとおり。 

 

＜不登校の状況＞資料のとおり。 

 

 決算特別委員会での学校教育課への質疑については、特にこれといった内容の指

摘はございませんでした。しいてあげればパソコンの数についての話題でした。 

 

ただ今の報告について、質問や意見はございませんか。 

 

国立市の方と不登校の話をしている時に、出現率という言葉を使われていて、毎

月不登校の状況報告を資料として付けていただいておりますが、私の感覚ではこの

人数が多いか少ないのか判断できるものがないのですが、全国とか県とか共通の指

標があるのであれば教えていただきたいと思うのですが。 

 

 出現率というのは、千人あたりの不登校の数です。北秋田市は１.１％位なので

非常に少ないです。秋田県は全国で一番少なくて、非常に良好だと言えますので、

本市も良好な状態にあります。今年度はまだですが、全国の出現率は公表されてい

るので、次の時に昨年度の県や全国の数値も皆さんにご紹介できるようにしたいと

思います。 
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佐藤委員 

 

 

 

 

 

佐藤教育長 

 

 

蒔苗委員 

 

佐藤教育長 

 

金田義務教育係長 

 

佐藤教育長 

 

 

 

蒔苗委員 

 

 

佐藤教育長 

 

 

佐藤委員 

 

 

 

永井委員 

 

 

 

 

佐藤教育長 

 

 

 

 

 この中には学校との関わりもなく、さわやか教室やリフレッシュ学園との関わり

もなく、ただ家にいる子どももいます。その子どもをどうしていくかが大事ではな

いかと思います。保護者が会わせない場合もあるし、会いに行っても顔も出さない

子どももいます。できたら、心配な子については、その変化やこういう方向で進め

ているという報告があればいいと思います。 

 

 確かに、福祉課の方で関わっていても、次の所に行けていない子どもたちはいま

す。 

 

 福祉の方と教育委員会が連携する場はあるのでしょうか。 

 

 不登校について、福祉と話す機会はないですね。係長どうですか。 

 

 教育支援委員会しかないですね。でも、不登校対応ではありません。 

 

 特別な教育が求められる障害をもっている子たちを判断する会なので、不登校の

話題にはならないですね。福祉と繋がっているのは学校ですので、教育委員会は学

校から報告を受ける形になります。 

 

 それがバラバラにやられては、あまり解決にならない事もあるのではないかと思

います。 

 

 まずは学校が一義的に動いていかないと、個別に教育委員会が関わっていくのは

厳しいところがあります。 

  

 ある不登校の子どもの祖父母が、学校で毎日のように家庭訪問をするので、子ど

もが悩むばかりなので、もう来ないでほしいと言われて返された先生がいたそうで

す。先生は一生懸命であったと思いますが、なかなか難しい問題です。 

 

 難しいところがあるんですよね。ある組織だけで対応することは大変難しい。各

委員もいろいろな問題を抱えて悩むけれども、会議をやっても個別な事に関しては

発展させて協議できない。もう少し有効な手立てがないと、明確な指導方針など出

てこないのかなと思います。何らかの協議するところが必要なのかもしれません。 

 

 学校と福祉は相談し合っているので、連携は図られているような気がします。当

市の場合は、体験型のリフレッシュ学園と学習補充型のさわやか教室の二つあるの 

で選択できる方向は持たせていると思っています。ただ、どちらにも行けない子ど

もいるので厳しいです。不登校の子どもが多い学校では校長が頭を悩ませています 

が、保健室の先生が子どもたちにずっと関わってくれているので繋がりができてい 
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佐藤教育長 

 

永井委員 

 

 

 

佐藤教育長 

 

 

 

 

長岐生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

るものの、学校でも頭を抱えている現状です。 

 

 私たちの気持ちの中に、不登校については３年前の状況よりは非常に改善されて

いるという意識があるので、藤本委員はこんなに報告があるのにと思われたのかも

しれませんが、感覚のずれはあるかもしれません。  

 

 確かに出現率は少ないと言いながらも、このくらいの数はいるのですから、一人

でも不登校子がいなくなるように、学校や家庭を支援していけるように考えて参り

ます。 

 ほかにございませんか。なければ、続いて生涯学習課お願いします。 

 

＜１０月行事報告＞ 資料のとおり。 

生涯学習係  

・１０月１９日 Ｇちゃんサミット パート７ 

  講師の兼松先生は、障がい者の生涯学習の先駆者であり、福祉、坊沢公民館

の活動、高齢者とともに、障がい者を深く知る取組であった。 

・１０月１９日 北秋田市花だんコンクール表彰式 

・１０月２４日 高鷹大学学園祭 ２００名参加 

・１０月２５日～２６日 全国社会教育研究大会青森大会 

・１０月２５日 全県花だんコンクール表彰式 

  学校２校・地域３団体・個人１人が表彰された。 

 文化係 

・１０月２・４・１５・１８・１９・２９日 図書館体験デー  

・１０月２・５日 秋田県事業 古代発見バスツアー 

・１０月 ４日 文化庁の文化財調査官による構成資産視察 

  世界文化遺産登録に向けての事前視察。総じて大きな指摘はなし。 

・１０月３１日 伊勢堂岱遺跡開場前の巡回 今年度の最終日。 

合川公民館 

・１０月 ５日 合川ことぶき大学移動研修 

・１０月１９日 合川ことぶき大学「スポーツとレクのつどい」 

・１０月２３日～特別展示「ポーセラーツ講座」  

阿仁公民館 

・１０月１０日 移動研修 

 

＜１１月行事計画＞ 

 生涯学習課 

 ・１１月 ２日 マタギの地恵体験学習会 第４回実行委員会 

・１１月 ７日 北秋田地区生涯学習奨励員協議会研究大会  

・１１月２０日 第２０回子どもたちの伝承芸能合同発表会 
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長岐生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐藤教育長 

 

藤本委員 

 

 

長岐生涯学習課長 

 

 

藤本委員 

 

長岐生涯学習係長 

 

佐藤教育長 

 

 

 

 

蒔苗委員 

 

 文化係 

・１１月 ３日 第１３回浜辺の歌音楽祭 

・１１月 ４日 伊勢堂岱遺跡ジュニアシンポジウム 

・１１月１７日 伊勢堂岱縄文館講座第１回 

  今年度、１２/１５・１/１２の３回行う。 

合川公民館 

・１１月２１日～２８日  

特別展示「第１０回極め人 長谷川なおみ 王朝継ぎ紙作品展」 

森吉公民館 

・１１月１１日 もりよし文化交流会 

阿仁公民館 

・１１月 ３日 阿仁文化交流のつどい（作品展示） 

 

決算特別委員会で審議された大きな点としては、民俗芸能の伝承について、市が

主導的に関わっていったらどうかと小笠原議員から質疑がありました。教育長から

は、伝統芸能は地域から起こってきたものであって、本質的なものは地域が伝承し

ていくことを基本に置きながら、市としては応援していく立場で、指導する立場で

はない。地域で頑張ることが基本で、一緒にやっていきましょうと答弁しておりま

す。 

 

 生涯学習課の報告について、質問や意見はございませんか。 

 

 北秋田市の文化祭の展示は、以前はいろいろな地区で開催されていましたが、今

度はコムコムで定番でやっていくということですか。 

 

 これまでは市の教育委員会が主体で行っていましたが、今年度から芸文協主催に

変わり、実行委員会の中で今年はコムコムで展示することに決定しました。 

 

 今までと少し違う形になったのですね。 

 

 そうです。 

 

 昨年、私も体育館で見ましたが、いい作品がたくさんあるのに、美術館のような

所で展示してあげたら、作品がもっと引き立つと思い計画してみたものです。ぜひ

御覧いただいて、御意見をいただければと思います。産業祭と同日開催にしたの

も、沢山の人に併せて見てもらいたいと再検討した上での会場・期日の提案です。 

  

作品が収まるものでしょうか。かなりたくさんあるような印象なのですが。 
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長岐生涯学習課長 

 

永井委員 

 

佐藤教育長 

 

 

 

小笠原教育次長 

 

佐藤教育長 

 

藤野スポーツ振興

課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐藤教育長 

 

 

藤野スポーツ振興

課長 

 

佐藤教育長 

 

 

 

藤野スポーツ振興

課長 

 全館貸切りで、２階の部屋も工夫して展示する予定です。 

 

出展数が増えていかないので大丈夫だと思いますけど。 

 

出展した皆さんからも、感想を聞いてほしいと思います。 

ほかに生涯学習課に質問やご意見はございませんか。 

次に移る前に、学校教育課長が来ましたので次長から紹介して下さい。 

 

＜学校教育課長の紹介＞ 

 

それでは、スポーツ振興課長お願いします。 

 

 １１月２５日までが体育の日にちなんだスポーツレクリエーション大会の最後の

日程になります。 

＜１０行事報告＞ 資料のとおり。 

・１０月 ２日 ふるさとあきたラン！壮行会 

  壮行会は行ったが、台風の影響により今年度は中止。来年度は未定。 

・１０月１２日 秋田県体育施設研究協議会 

  来年度は北秋田市が当番市。 

  

＜１１月行事計画＞ 資料のとおり。 

・１１月３０日 第２１回北秋田市ながなわとび大会 

 

１０月１０日議会の結審を受けて、９月補正予算で上程した各種修繕等について

は起工しており、入札が必要なものは３１日に入札の予定で進んでいます。決算特

別委員会での質疑はありませんでした。 

 

スポーツ振興課に、何か質問や意見はございませんか。 

 １０月２７・２８日の中学校女子バスケットボール大会は、どこの主催ですか。 

  

 協会でしょうか。 

 

  

できれば、市で文化祭と産業祭を開催する日に大会をもってくると、保護者も子

どもたちも文化祭、産業祭には出られないので、市の大きな行事がある時には、日

程の調整をするように働きかけてほしいと思います。 

 

 来年度、年間の行事が決まっているものは調整をとるようにしたいと思います。 
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佐藤教育長 

 

 

 

 

金澤総務課長 

 

 

佐藤教育長  

 

永井委員 

 

 

金澤総務課長 

 

永井委員 

 

佐藤教育長 

 

 

 

委員 

 

佐藤教育長 

 

 

 

事務局 三澤 

 

 

 

 

 

佐藤教育長 

 

事務局 三澤 

 

 

 

 スポーツ振興課で、市全体の流れを見て指導してもらえればと思います。 

 ほかに質問やご意見はございますか。特にないようなので次に移ります。 

続いて次第の５番「案件」ですが、（１）議案第38号「教育に関する事務の管理

及び執行の状況の点検及び評価について」説明をお願いします。 

 

＜議案第38号「教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価につい

て説明＞ 

 

 ただ今の提案について、質問や意見などございませんか。 

  

 「点検・報告書(案)」のＰ４５学識経験者の意見の欄ですが、「より事業」を

「よい事業」に訂正をお願いします。 

 

 分かりました。訂正いたします。 

 

 大変良くまとめられています。 

 

そのほかにありませんか。 

ないようであれば、議案第38号は一部修正して、原案どおり決定してもよろし

いでしょうか。 

  

 はい。 

 

 過半数の同意を得られましたので、原案どおり議決とします。 

次に、次第６番「その他」に移ります。（１）第２回総合教育会議の開催日につ

いて事務局からお願いします。 

 

 （１）の定例教育委員会と（２）総合教育会議を同日に予定したいと考えていま

すので、併せて提案いたします。はじめに、総合教育会議を１１月２９日木曜日午

後１時から開催したいと思います。会場は、市民ふれあいプラザコムコム大研修室

です。そして、引き続き午後３時から同じ会場で、１１月定例教育委員会を開催し

たいと考えていますのでよろしくお願いします。 

 

 今の件については日程でしたが、内容についてはどうですか。 

 

 昨年と同様にはなりますが、教育大綱に基づいて進めてきた平成３０年度の主な

教育施策の上半期の実施状況についてと、平成３１年度の教育に関する重点事項を 

提案してもらい確認を行う予定です。 
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（午後３時２３分閉会） 

 

佐藤教育長 

 

 

 

 

 

 

 

今年度の途中経過ではありますが状況と、来年度の方向を課長から提案してもら

うということです。その他（１）、（２）についてよろしいでしょうか。 

その他ございませんか。 

ないようであれば、以上をもちまして１０月の定例教育会を閉会いたします。 

 


